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訳
者
あ
と
が
き

│451
 

索
引

│485

﹇
訳
文
凡
例
﹈

S

│ 

訳
者
追
記
は
本
文
中
に〈　

〉内
に
記
し
た
。

S

│ 

編
註
は
頁
下
段
にa

で
、
訳
註
は
頁
下
段
にv

で
示
し
た
。
編
註
に
追
記
す
る
場
合
に
は〈
訳
註
。
…
…
〉と
し
た
。

S

│ 

訳
註
に
お
け
る
階
級
表
記
は
、
人
物
の
説
明
の
際
に
は
最
終
階
級
、
出
来
事
の
説
明
の
際
に
は
当
時
の
階
級
を
基
準

と
し
た
。

S

│ 

訳
註
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
マ
ハ
ン
の
各
著
作
お
よ
び『
コ
ー
ベ
ッ
ト
海
洋
戦
略
の
諸
原
則
』（
原
書
房
、
二
〇
一

六
年
）の
ほ
か
、
以
下
の
書
籍
等
を
中
心
に
参
照
し
た
。Peter K

em
p, ed., The O

xford C
ompanion to Ships &

 the 

Sea  （O
xford, 1976

）; R
.G

. G
rant, ed., Battle at Sea: 3000 Years of N

aval W
arfare  （London

, 2008

）; T
.A

. 

H
eathcote, The British A

dmirals of the Fleet 1734-1995: A
 Biographical D

ictionary  （Barnsley, 2002

）; John D
. 

G
rain

ger, D
ictionary of British N

aval Battles  （W
oodbridge, 2012

）; N
.A

.M
. R

odger, The C
om

m
and of the 

O
cean: A

 N
aval H

istory of Britain, 1649-1815  （London, 2004

）; R
ichard H

arding, Seapower and N
aval W

ar-

fare, 1650-1830  （London, 1999

）; Law
rence Sondhaus, N

aval W
arfare, 1815-1914  （A

bingdon, 2001

）; O
x-

ford D
ictionary of N

ational Biography .
S

│ 

人
名
、
地
名
は
基
本
的
に
各
国
の
原
語
の
発
音
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
英
語
表
記
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る

場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
ア
シ
ャ
ン
ト
島
、
ジ
ャ
ッ
ト
ラ
ン
ド
海
戦
な
ど
。

S

│ 

軍
事
用
語
に
つ
い
て
は
、
現
代
的
な
用
語
や
旧
日
本
陸
海
軍
の
用
語
を
参
照
し
た
が
、
時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
も

の
に
関
し
て
は
極
力
原
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
活
か
し
、
あ
え
て
現
代
的
な
用
語
に
統
一
し
な
か
っ
た
。

S

│ 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
／
イ
ギ
リ
ス
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
判
別
で
き
る
限
り
に
お
い
て
一
七
〇
七
年
の
合
同
法
以
前
を
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
以
後
を
イ
ギ
リ
ス
と
し
た
。
原
文
に
はEn

gland

とG
reat B

ritain

の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
が
、

マ
ハ
ン
自
身
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
／
イ
ギ
リ
ス
を
明
確
に
は
区
別
し
て
い
な
い
。
な
お
、British Islands

は
ブ
リ
テ
ン

諸
島
と
し
た
。
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編
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自
身
の
回
顧
録『
帆
船
か
ら
蒸
気
船
へ
』（From

 Sail to Steam

）の
中
で
、
マ
ハ
ン
海
軍
少
将
は

海
軍
を
一
生
の
仕
事
と
す
る
彼
の
選
択
に
つ
い
て
の
父
親
の
見
解
と
自
身
の
後
の
判
断
を
伝

え
て
い
る
。「
私
の
こ
と
を
注
意
深
く
見
て
い
た
父
は
、
私
が
民
間
の
職
業
ほ
ど
に
は
軍
人
に

向
い
て
い
な
い
と
思
う
と
言
っ
て
い
た
。
今
で
は
私
自
身
も
父
は
正
し
か
っ
た
と
思
う
。
な

ぜ
な
ら
、〈
海
軍
で
の
経
歴
が
〉失
敗
に
終
わ
っ
た
と
不
満
を
言
う
理
由
は
な
い
が
、
他
の
職
業
で

は
よ
り
成
功
し
た
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
る
か
ら
だ001

a

」。

父
の
デ
ニ
ス
・
ハ
ー
ト
・
マ
ハ
ン（D

ennis H
art M

ahan

）は
米ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト

陸
軍
士
官
学
校
の
卒
業
生
で
、

後
に
は
同
士
官
学
校
の
著
名
な
工
学
教
授
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
息
子
の
性
格
と
軍

人
の
要
件
を
比
較
す
る
十
分
な
資
格
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
父
と
息
子
両
方
の
判
断
は
、

マ
ハ
ン
の
名
前
が
今
日
で
は
他
の
ど
の
米
国
海
軍
士
官
よ
り
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

彼
の
名
声
は
船
や
艦
隊
の
指
揮
官
と
し
て
の
功
績
で
は
な
く
偉
大
な
海
軍
史
家
と
海
戦
の
研

究
者
と
し
て
の
功
績
に
基
づ
い
て
い
る
、
と
い
う
事
実
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

A

001 M
ahan, From Sail to Steam

, 

p. xiv.

﹇
図
表
一
覧
﹈

図
1

│ 
地
中
海（A

.T
. M

ahan, The In�uence of Sea Power U
pon H

istory, 1660-1783 , p. 15.

）、
五
四
〜
五
五
頁
。
＊

図
2

│ 
中
央
位
置
の
価
値
を
示
す
略
図（A

.T
. M

ahan, N
aval Strategy , p. 34.

）、
八
六
頁
。

図
3

│ 
プ
レ
ヴ
ネ
に
お
け
る
戦
略
的
状
況
、
一
八
七
七
年（A

.T
. M

ahan, N
aval Strategy , p. 36.

）、
八
八
頁
。
＊

図
4

│ 

メ
キ
シ
コ
湾
と
カ
リ
ブ
海（A

.T
. M

ahan, N
aval Strategy , p. 382.

）、
一
四
四
〜
一
四
五
頁
。

図
5

│ 

ロ
ド
ニ
ー
と
ド
・
ギ
シ
ェ
ン
、
一
七
八
〇
年
四
月
一
七
日（A

.T
. M

ahan,,The In�uence of Sea Power U
pon H

is-

tory, 1660-1783 , p. 378.
）、
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
。

図
6

│ 

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
戦
役
、
一
七
八
一
年（N

ational Park Service, A
merican R

evolution at a G
lance .

）、
二
一
八
頁
。
＊

図
7

│ 

グ
レ
イ
ヴ
ス
と
ド
・
グ
ラ
ス
、
一
七
八
一
年
九
月
五
日（A

.T
. M

ahan, The M
ajor O

perations of the N
avies in the 

W
ar of A

merican Independence , p. 180.
）、
二
一
九
頁
。

図
8

│ 「
栄
光
の
六
月
一
日
」の
海
戦
、
一
七
九
四
年（A

.T
. M

ahan, The In�uence of Sea Power U
pon the French R

evolu-

tion and Empire , Vol. I, p. 137.

）、
二
三
四
〜
二
三
五
頁
。
＊

図
9

│ 

バ
ル
ト
海
と
そ
の
接
近
路（A

.T
. M

ahan, Life of N
elson , Vol. II, p. 74.

）、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
。

図
10

│ 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
海
戦
、
一
八
〇
一
年
四
月
二
日（A

.T. M
ahan, Life of N

elson , Vol. II, p. 80.

）、
二
四
四
頁
。
＊

図
11

│ 

英
仏
海
峡
と
北
海（A

.T
. M

ahan, Life of N
elson , Vol. II, p. 121.

）、
二
五
四
〜
二
五
五
頁
。
＊

図
12

│ 

北
大
西
洋（A

.T
. M

ahan, Life of N
elson , Vol. II, p. 318.

）、
二
六
〇
〜
二
六
一
頁
。

図
13

│ 

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海
戦
、
一
八
〇
五
年
一
〇
月
二
一
日（A

.T. M
ahan, Life of N

elson , Vol. II, p. 371.

）、
二
七
九
頁
。

図
14

│ 

五
大
湖
境
界
地
帯
、
一
八
一
二
年
〜
一
八
一
四
年（A

.T
. M

ahan, Sea Power in its R
elations to the W

ar of 1812 , 

Vol. I, p. 370.

）、
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
＊

図
15

│ 

西
イ
ン
ド
諸
島
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
戦
役
の
作
戦
行
動（A

. W
estcott, and W

.O
. Steph

en
s, A

 H
istory of Sea 

Power , p. 323.

）、
三
一
四
〜
三
一
五
頁
。
＊

図
16

│ 

日
露
海
戦
の
舞
台（A

.T
. M

ahan, N
aval Strategy , p. 426.

）、
三
五
八
〜
三
五
九
頁
。

 

＊
と
あ
る
の
は
訳
者
が
新
規
に
追
加
し
た
図
。
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v

001 
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト

（N
apoleon

 B
on

aparte, 1769-

1821

）、
コ
ル
シ
カ
島
出
身
の
フ

ラ
ン
ス
軍
人
、
一
八
〇
四
年
〜
一

八
一
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
。
失

敗
に
終
わ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の

後
、
一
七
九
九
年
に
帰
国
し
て

ク
ー
デ
タ
で
統
領
政
府
を
樹
立
し

て
第
一
統
領
、
軍
事
的
独
裁
者
と

な
る
。
一
八
一
二
年
の
ロ
シ
ア
侵

攻
失
敗
か
ら
情
勢
が
悪
化
し
、
最

終
的
に
は
一
八
一
五
年
の
ワ
ー
テ

ル
ロ
ー
の
戦
い
で
敗
れ
た
。

v

002 

マ
ケ
ド
ニ
ア
王
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
三
世（A

lexander III of 

M
acedon

, 356 B
.C

.-323 B
.C

.

）、

通
称
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
。

暗
殺
さ
れ
た
父
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
二

世
に
代
わ
っ
て
全
ギ
リ
シ
ア
に
覇

を
唱
え
、
東
方
遠
征
を
行
っ
て
ア

ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
帝
国
を
征

服
し
、
ギ
リ
シ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
か

ら
イ
ン
ド
西
部
に
ま
た
が
る
大
帝

国
を
建
設
し
た
。

A

001 M
ah

an
, T

he Influence of 

Sea Power upon H
istory, 1660-

1783  (B
oston

, 1890), pp. 1-2, 

8-10.

て
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
歴
史
と
は
、
海
上
や
海
岸
に
お
い
て
国
民
を
強
大
に
す
る
傾
向
の
あ

る
す
べ
て
の
事
柄
を
含
む
が
、
主
と
し
て
は
軍
事
史
な
の
だ
。
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
歴
史
が
本

書
の
以
下
で
考
察
さ
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
に

こ
の〈
軍
事
史
と
い
う
〉側
面
に
お
い
て
で
あ
る
。

本
書
の
よ
う
な
過
去
の
軍
事
史
の
研
究
は
、〈
原
則
の
〉正
し
い
理
解
、
そ
し
て
将
来
の
戦
争

の
巧
み
な
遂
行
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
偉
大
な
軍
事
指
導
者
た
ち
に
よ
り
推
奨
さ
れ

て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン001

v

は
、
向
上
心
に
溢
れ
る
軍
人
が
研
究
す
べ
き
戦
役
の
中
に
、
火
薬
が

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た〈
時
代
の
〉ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス〈
大
王002

v

〉と
ハ
ン
ニ
バ
ル003

v

、
カ
エ
サ

ル004

v

の
戦
役
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
争
の
条
件
の
多
く
は
武
器
の
進
歩
と
と
も
に
時
代
ご

と
に
様
々
に
変
化
す
る
が
、
歴
史
と
い
う
学
び
場
の
教
え
に
は
、
依
然
と
し
て
変
わ
ら
な
い

も
の
、
し
た
が
っ
て
普
遍
的
に
適
用
で
き
る
も
の
、
一
般
原
則
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
専
門
的
著
述
家
の
間
で
相
当
に
合
意
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
理
由
か
ら
、

過
去
の
海シ

ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
歴
史
の
研
究
は
、
過
去
半
世
紀
の
科
学
的
進
歩
に
よ
り
、
ま
た
原
動
力
と
し
て

の
蒸
気
の
導
入
に
よ
り
海
軍
兵
器
に
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
大
き
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

海
洋
戦
争
の
一
般
原
則
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
有
益
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。﹇
省
略
さ
れ
た
各

頁
は
、
ガ
レ
ー
船
と
帆
船
の
戦
争
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
教
訓
を
指
摘
し
て
い
る
。

│
編
者
。﹈

敵
対
す
る
軍
隊
や
艦
隊
が
接コ
ン
タ
ク
ト触（

お
そ
ら
く
他
の
何
よ
り
も
明
確
に
戦
術
と
戦
略
を
区
分
す
る
線
を
指
し

第
一
章
｜
歴
史
研
究
の
価
値001

a

シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
歴
史
は
主
と
し
て
、
決
し
て
そ
れ
だ
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
国

家
間
の
争
い
、
相
互
に
敵
対
す
る
も
の
た
ち
の
争
い
、
し
ば
し
ば
最
後
に
は
戦
争
と
な
る
暴

力
的
な
争
い
の
物
語
で
あ
る
。
海
上
交
易
が
諸
国
の
富
や
国
力
に
及
ぼ
す
深
遠
な
影
響
は
、

海
上
交
易
の
成
長
と
繁
栄
を
司
る
真
の
原
則
が
見
出
さ
れ
る
遥
か
前
か
ら
明
ら
か
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
恩
恵
を
自
国
民
に
不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
に
大
き
く
確
保
す
る
た
め
に
、
独
占
や
禁

制
と
い
う
平
和
的
な
立
法
手
段
や
、
そ
れ
ら
が
失
敗
し
た
と
き
に
は
直
接
の
暴
力
に
よ
っ
て
、

他
者
を
締
め
出
す
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
費
や
さ
れ
て
き
た
。
利
害
の
衝
突
、
つ
ま
り
通

商
の
利
益
お
よ
び
遠
く
離
れ
た
未
入
植
の
商
業
地
域
の
う
ち
す
べ
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
よ

り
大
き
な
取
り
分
を
専
有
し
よ
う
と
す
る
、
相
互
に
対
立
す
る
試
み
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

た
怒
り
の
感
情
が
、
戦
争
へ
と
導
い
た
の
だ
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
他
の
原
因
か
ら
生
起
す

る
戦
争
は
、
そ
の
遂
行
と
結
果
が
海
の
管
制
に
よ
っ
て
大
き
く
修
正
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
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カ
独
立
戦
争
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦

争
の
両
方
で
功
績
を
挙
げ
た
ほ
か
、

一
七
八
三
年
か
ら
一
七
八
八
年
ま

で
海
軍
大
臣
を
務
め
た
。
フ
ラ
ン

ス
革
命
戦
争
中
の「
栄
光
の
六
月

一
日
」の
海
戦
の
指
揮
に
つ
い
て

は
本
書
二
二
章
を
見
よ
。

v

007 

セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
伯

ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ス
海
軍
元

帥（A
dm

iral of th
e Fleet Sir-

John
 Jervis, Lord St. V

incent, 

1735-1823

）は
、
一
八
〇
一
年
か

ら
一
八
〇
四
年
ま
で
海
軍
大
臣
を

務
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
中

に
は
西
イ
ン
ド
諸
島
で
活
躍
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
様
々
な
重
要
な
島
を

攻
略
し
た
。
そ
の
後
、
地
中
海
艦

隊
の
指
揮
を
任
さ
れ
、
一
七
九
七

年
に
は
サ
ン
・
ビ
セ
ン
テ
岬
沖
で

ス
ペ
イ
ン
艦
隊
に
対
し
て
偉
大
な

勝
利
を
収
め
、
伯
爵
に
叙
せ
ら
れ

た
。

v

008 

ホ
レ
イ
シ
ョ
・
ネ
ル
ソ
ン
海

軍
中
将
、
初
代
子
爵（V

ice A
d-

v

003 

ハ
ン
ニ
バ
ル（H

an
n

ibal, 

247 B.C
.-c. 183 B.C

.

）は
、
第
二

回
ポ
エ
ニ
戦
争
で
ロ
ー
マ
と
戦
っ

た
カ
ル
タ
ゴ
の
将
軍
。
紀
元
前
二

一
六
年
の
カ
ン
ナ
エ
の
戦
い
で

ロ
ー
マ
軍
を
包
囲
殲
滅
す
る
が
、

紀
元
前
二
〇
二
年
の
ザ
マ
の
戦
い

で
ロ
ー
マ
軍
に
敗
れ
る
。

v

004 

カ
エ
サ
ル（C

aesar, 100 

B.C
.-44 B.C

.

）は
、
ロ
ー
マ
の
政

治
家
、
将
軍
。
紀
元
前
五
八
年
か

ら
紀
元
前
五
一
年
に
か
け
て
の
ガ

リ
ア
戦
争
に
勝
利
し
て
ガ
リ
ア
全

域
を
ロ
ー
マ
の
属
州
と
し
、
ブ
リ

テ
ン
島
に
も
侵
攻
し
た
。

v

005 

当
時
の
艦
種
を
示
す
用
語
で

は
な
く
、
作
戦
の
た
め
に
分
遣
さ

れ
る
戦
闘
艦
は
そ
の
艦
種
や
大
き

さ
に
か
か
わ
ら
ず
こ
う
呼
ば
れ
た
。

v

006 

初
代
ハ
ウ
伯
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ハ
ウ
海
軍
元
帥（A

d
m

iral o
f 

theFleet R
ichard, Earl H

ow
e, 

1726-1799

）、
当
時
最
も
重
要
な

イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
士
官
、
ア
メ
リ

軍
戦
略
の
分
野
に
お
い
て
特
に
そ
う
だ
ろ
う
。
条
件
が
相
対
的
に
不
変
で
あ
る
た
め
に
、
基

本
原
則
の
例
証
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
先
例
と
し
て
も
有
益
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
戦
略
的
考

察
が
艦
隊
を
導
い
た
地
点
で
両
艦
隊
が
衝
突
す
る
、
戦
術
に
関
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
真

理
で
は
な
い
。
人
類
の
絶
え
ざ
る
進
歩
は
兵
器
の
不
断
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
と
と

も
に
戦
い
方
も

│
戦
場
に
お
け
る
兵
士
や
船
の
扱
い
と
配
置
に
お
い
て

│
不
断
に
変
化

す
る
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
海
に
関
係
す
る
多
く
の
人
々
は
、
過
去
の
経
験
を
学
ぶ

こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
な
ど
な
い
、
研
究
に
費
や
さ
れ
る
時
間
は
無
駄
だ
と
考
え
る
傾
向

が
生
ま
れ
る
。
こ
の
見
方
は
自
然
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
諸
国
が
艦
隊
を
海
に
出
し
、
そ
の

活
動
範
囲
を
指
示
す
る
よ
う
導
き
、
そ
う
し
て
世
界
の
歴
史
を
変
え
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
変
え
続
け
る
広
範
な
戦
略
的
考
察
を
完
全
に
視
界
の
外
に
置
い
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
戦
術
に
関
し
て
で
さ
え
一
方
的
で
偏
狭
な
見
方
で
も
あ
る
。
過
去
の
戦
闘
は
、

戦
争
の
基
本
原
則
に
準
拠
し
て
戦
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
応
じ
て
勝
負
が
決
ま
っ
た
。
勝
敗
の

原
因
を
注
意
深
く
学
ぶ
海
軍
軍
人
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
原
則
を
見
出
し
徐
々
に
吸
収
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
身
の
時
代
の
船
と
兵
器
の
戦
術
的
利
用
に
そ
れ
ら
を
適
用
す
る
優
れ
た
素
質

を
手
に
入
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
必
然
的
な
こ
と
だ
が
、
戦
術
の
変
化
は
兵
器
の
変
化
の
後0

で0

起
こ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
変
化
の
間
隔
が
は
な
は
だ
長
い
と
い
う
こ
と
に
も
気

付
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
兵
器
の
改
良
は
一
人
か
二
人
の
人
物
に
よ
る
努
力
の
賜
物
で
あ
る

示
す
言
葉
）す
る
前
に
、
戦
域
全
体
に
お
よ
ぶ
全
作
戦
計
画
に
関
し
、
い
く
つ
か
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
戦
争
に
お
け
る
海
軍
の
適
切
な
役
割
、
そ
の

真
の
目
標
、
海
軍
が
集
中
す
べ
き
一
つ
ま
た
は
複
数
の
地
点
、
石
炭
と
糧
食
の
補
給
廠
の
設

立
、
こ
れ
ら
の
補
給
廠
と
本
国
基
地
の
間
の
交
通
の
維
持
、
戦
争
の
決
定
的
作
戦
な
い
し
副

次
的
作
戦
と
し
て
の
通
商
破
壊
の
軍
事
的
価
値
、
ま
た
、
こ
の
通
商
破
壊
を
、
散
開
す
る

遊ク
ル
ー
ザ
ー

弋
艦
に005

v

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
通
商
船
舶
が
必
ず
通
過
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
地
点
を
大

挙
し
て
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
最
も
有
効
に
遂
行
す
る
た
め
の
体
制
が

含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
戦
略
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
歴
史
は

多
く
を
語
っ
て
い
る
。
近
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
軍
人
の
間
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
時

〈
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
〉の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
配
置
に
関
す
る
、
ハ
ウ
卿006

v

と
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
卿007

v

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
二
人
の
偉
大
な
提
督
の
方
針
の
相
対
的
な
長
所
に
つ
い
て
、
価
値

あ
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
純
粋
に
戦
略
的
な
も
の
で
、
単
に
歴
史
的
重
要

性
が
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
今
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
決
断
が
依
拠
す
る
原
則
は

当
時
も
今
も
同
じ
で
あ
る
。
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
の
方
針
は
イ
ギ
リ
ス
を
侵
略
か
ら
守

り
、
ネ
ル
ソ
ン008

v

と
彼
の
同
僚
の
提
督
た
ち
に
よ
っ
て
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー〈
の
海
戦
〉と
い
う
結

果
を
も
た
ら
し
た
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
過
去
の
教
え
に
全
く
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
価
値
が
あ
る
の
は
、
海
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A

002 M
ah

an
, “ O

bjects of th
e 

N
aval W

ar C
ollege,”  N

aval 

A
dministration and W

arfare  (Bos-

ton
, 1908), pp. 193-194, 233-

240.〈
訳
註
。
一
八
八
八
年
の
海

軍
大
学
校
で
の
講
演
。〉

m
iral H

oratio, first V
iscou

nt 

N
elson

, 1758-1805

）、
サ
ン
・

ビ
セ
ン
テ
岬
の
海
戦
、
ナ
イ
ル

（
ア
ブ
キ
ー
ル
湾
）の
海
戦
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
襲
撃
な
ど
で
功
績
を

挙
げ
る
。
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海

戦
で
は
、
自
身
は
命
を
落
と
し
な

が
ら
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
連
合

艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
。
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
襲
撃
に
つ
い
て
は
本
書

二
三
章
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海

戦
に
つ
い
て
は
本
書
二
五
章
を
見

よ
。

第
二
章
｜「
理
論
的
」訓
練
vs「
実
践
的
」訓
練002

a

歴
史
的
事
例

海
軍
士
官
、
ま
た
現
役
軍
務
に
召
集
さ
れ
る
す
べ
て
の
軍
人
を
、
彼
ら
の
任
務
の
遂
行
に

適
す
よ
う
に〈
訓
練
〉す
る
た
め
の
一
番
の
方
法
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
二
つ

の
対
立
す
る
意
見
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
い
わ
ゆ
る
実
践
的
軍
人
の
意
見
は
、
早
く
か
ら
海

に
出
て
海
上
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
す
べ
て

0

0

0

だ
と
い
う
も
の
で
、
も
う
一
つ
の
意

見
は
、
研
究
、〈
す
な
わ
ち
〉入
念
な
知
的
準
備
に
最
適
な
結
果
を
見
出
す
も
の
だ
。
私
は
、
個

人
的
に
は
米
国
海
軍
は
後
者
の
側
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
公
言
す
る
こ
と
に

何
の
た
め
ら
い
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
さ
て
お
い
て
も
、
非
常
に
広
範
に
行
わ
れ
て
い

る
知
的
活
動
が
、
戦
闘
の
中
で
の
船
の
統
御
や
海
軍
戦
役
の
計
画
、
戦
略
的
問
題
と
戦
術
的

問
題
の
研
究
、
さ
ら
に
は
海
上
で
の
軍
事
作
戦
の
維
持〈
兵
站
〉に
関
係
す
る
副
次
的
事
項
に

の
に
、
戦
術
の
変
化
は
保
守
的
な
人
々
の
惰
性
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実

に
基
づ
い
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
き
な
悪
弊
な
の
だ
。
そ
れ
は
、

一
つ
一
つ
の
変
化
を
率
直
に
認
め
る
こ
と
、
新
し
い
船
や
兵
器
の
力
と
限
界
を
慎
重
に
研
究

す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
船
や
兵
器
の
戦
術
と
な
る
、
そ
れ
ら
が
持
つ

能
力
を
発
揮
す
る
使
用
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
是
正
で
き
る
だ
ろ
う
。
軍
人
一

般
が
こ
う
し
た
骨
折
り
を
す
る
と
望
ん
で
も
無
意
味
だ
が
、
こ
の
努
力
を
す
る
者
は
大
い
に

有
利
な
立
場
で
戦
い
に
出
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
歴
史
は
示
し
て
い
る

│
そ
れ
自
体
、

小
さ
か
ら
ぬ
価
値
あ
る
教
訓
な
の
だ
。
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